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貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を

　

両
岸
に
沿
っ
て
遊
歩
道
や
緑
地
が
整

備
さ
れ
て
い
る
隅
田
川
テ
ラ
ス
。
さ
わ

や
か
な
川
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ラ
ン
ニ

ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
汗
を
流
す
人

た
ち
の
姿
が
目
立
つ
。
舗
道
の
幅
が
広

く
、
自
転
車
は
通
行
禁
止
な
の
で
、
安

全
で
快
適
に
走
り
、
歩
け
る
の
が
う
れ

し
い
。

　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
は
、

２
０
１
５
年
に
『
隅
田
川
リ
バ
ー
ラ
ン

＆
ウ
ォ
ー
ク
マ
ッ
プ
』
を
発
行
し
た
。

信
号
に
中
断
さ
れ
な
い
約
５
㎞
の
お
す

す
め
４
コ
ー
ス
を
ガ
イ
ド
。
冊
子
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
ば
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
も
マ
ッ
プ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。

「
川
べ
り
は
都
市
の
貴
重
な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
。
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で
健
康

的
に
隅
田
川
テ
ラ
ス
を
使
い
、
も
っ
と

多
く
の
方
々
に
水
辺
の
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
き
た
い
」（
東
京
都
公
園
協
会
水

辺
事
業
部
・
渡
辺
千
秋
さ
ん
）
と
の
狙

い
で
制
作
し
た
も
の
だ
。

　

マ
ッ
プ
は
都
内
の
公
園
や
沿
岸
区
の

観
光
案
内
所
な
ど
で
配
付
。
新
富
町
の

ホ
テ
ル
が
、
マ
ッ
プ
と
タ
オ
ル
と
水
を

特
典
に
付
け
た
宿
泊
プ
ラ
ン
を
提
供
し

て
好
評
を
博
し
、
他
の
宿
泊
施
設
に
も

波
及
。
近
隣
住
民
も
観
光
客
も
入
り
交

ランナーたちを魅了する
隅田川リバーサイド

Special Feature｜EAST TOKYO｜ ｜浅草｜台東区｜新潮流

今、ランナーたちに大人気のスポットがある。隅田川リバーサイドだ。
皇居周辺よりも道幅が広いうえ、水際を走れるので爽快感が違うと
いう。潤いのあるこの水辺、実は洪水対策と表裏一体のものだった。

東京都公園協会が発行した
『隅田川リバーラン＆ウォーク
マップ』

隅田川リバーサイドを走るランナー。川岸にシャワーやロッカーを備えたカフェがオープンするなど、利用しやすい環境が整いつつある
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じ
っ
て
、
隅
田
川
テ
ラ
ス
は
ラ
ン
ナ
ー

と
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
新
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

防
災
を
目
的
と
す
る

「
根
固
め
」が
テ
ラ
ス
に

　

隅
田
川
テ
ラ
ス
の
整
備
は
、
１
９
８

５
年
（
昭
和
60
）
に
東
京
都
が
着
手
し
た

「
ス
ー
パ
ー
堤
防
」
整
備
事
業
の
一
環

と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
旧
来
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
直
立
型
の
い
わ
ゆ
る
「
カ

ミ
ソ
リ
堤
防
」
は
、
高
潮
に
よ
る
水
害

か
ら
ま
ち
と
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
一

方
で
人
と
川
を
隔
て
て
し
ま
う
。
対
し

て
盛
土
に
よ
る
幅
の
広
い
堤
防
用
地
と

緩
や
か
な
勾
配
を
も
つ
ス
ー
パ
ー
堤
防

は
安
全
性
と
耐
震
性
に
優
れ
る
う
え
、

潤
い
の
あ
る
水
辺
を
復
活
さ
せ
、
人
を

招
き
寄
せ
る
。

　

都
は
隅
田
川
の
背
後
の
市
街
地
再
開

発
や
建
て
替
え
事
業
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
合
わ
せ
て
ス
ー
パ
ー
堤
防
も
同
時

に
整
備
。
現
在
、
両
岸
総
延
長
46
㎞
の

う
ち
約
３
割
が
ス
ー
パ
ー
堤
防
化
さ
れ

て
い
る
。

「
ス
ー
パ
ー
堤
防
に
は
盛
土
に
よ
る
荷

重
を
支
え
る
た
め
の
根
固
め
が
必
要
で

す
。
そ
れ
が
堤
防
の
川
側
の
ス
ペ
ー
ス

つ
ま
り
『
テ
ラ
ス
』
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
整
備
を
先
行
し
て
進
め
て
き

ま
し
た
」（
東
京
都
建
設
局
河
川
部
低
地

対
策
専
門
課
長
・
冨
澤
房
雄
さ
ん
）。

ス
ー
パ
ー
堤
防
に
不
可
欠
の
機
能
を
提

供
す
る
隅
田
川
テ
ラ
ス
が
、
ひ
と
足
お

先
に
水
辺
の
潤
い
を
取
り
戻
し
て
い
る

わ
け
だ
。

　

神
田
川
、
日
本
橋
川
と
の
合
流
部
や

水
門
な
ど
、
隅
田
川
テ
ラ
ス
が
分
断
さ

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。「
水
門
の
耐
震

工
事
な
ど
と
合
わ
せ
、
ス
ロ
ー
プ
や
橋

な
ど
を
設
置
し
て
、
連
続
し
て
ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

る
」
と
冨
澤
さ
ん
は
話
す
。

　

ま
た
、
隅
田
川
テ
ラ
ス
の
夜
間
照
明

も
整
備
中
。
夏
場
は
気
温
の
下
が
る
夜

間
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

た
い
人
は
多
い
し
、
防
災
目
的
も
あ
る
。

「
壁
を
照
ら
し
た
り
す
る
な
ど
、
橋
梁

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
テ
ラ
ス
が
引
き
立

て
る
た
め
の
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
」（
河

川
部
計
画
課
・
榮
麻
希
さ
ん
）
で
整
備

す
る
と
い
う
。

花
壇
を
世
話
す
る

地
域
の「
花
守
さ
ん
」

　

隅
田
川
テ
ラ
ス
を
歩
く
と
目
に
つ
く

の
は
季
節
の
花
々
。
水
辺
に
憩
う
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
花
壇
は
「
花は
な
も
り守

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

地
域
住
民
が
世
話
を
し
て
い
る
。

　

花
苗
の
多
く
は
東
京
都
公
園
協
会
が

提
供
し
、
花
守
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
春

と
秋
に
花
を
植
え
、
テ
ラ
ス
の
散
水
栓

の
鍵
を
預
か
り
、
用
意
し
た
ホ
ー
ス
を

使
っ
て
水
や
り
を
す
る
。
川
辺
の
花
壇

は
日
陰
が
な
く
照
り
返
し
も
強
い
の
で
、

盛
夏
に
な
る
と
週
に
２
回
以
上
の
水
や

り
が
必
要
だ
。

「
墨
田
、
台
東
、
中
央
、
江
東
の
４
区

で
20
団
体
ほ
ど
あ
り
、
４
０
０
名
を
超

え
る
花
守
さ
ん
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
で
す
。
隅
田
川
の

特
長
は
地
域
の
方
々
が
テ
ラ
ス
管
理
の
一

部
を
担
っ
て
い
る
こ
と
」（
東
京
都
公
園

協
会
水
辺
事
業
部
調
整
課
水
辺
公
益
係

長
・
渡
邉
陽
一
さ
ん
）

　

親
水
環
境
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
整

備
す
る
の
は
行
政
の
役
割
だ
が
、
ふ
だ

ん
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
気
を
配

る
の
は
、
川
を
大
切
に
し
、
水
辺
の
草

花
を
愛
で
る
近
隣
の
人
た
ち
。
隅
田
川

テ
ラ
ス
を
快
適
に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で

き
る
裏
に
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
こ
う

し
た
地
道
な
公
益
活
動
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
２
０
１
７
年
８
月
23
日
取
材
）

「根固め」のしくみ
1スーパー堤防化に先立ち、川側の地盤を改良するために鋼矢

板（こうやいた）を打つなど補強を行なう。これがテラスとなる
2再開発や建て替えに合わせてスーパー堤防を築き、カミソリ堤

防は撤去する（東京都建設局の資料をもとに編集部作成）

｜ASAKUSA｜Taito-ku

｜浅草｜新潮流

地域住民「花守さん」が手入れをす
る花壇。町会に関係したグループが
多いという（提供：東京都公園協会）

公益財団法人 東京都公園協会
水辺事業部の渡邉陽一さん（右）
と渡辺千秋さん（左）

かつての「カミソリ堤防」が徐々に
親水スペースとなりつつある（提供：
東京都建設局）

東京都建設局河川部低地対策専
門課長の冨澤房雄さん（中）、計画
課の榮麻希さん（左）、計画課課長
代理の遠藤英樹さん（右）

1根固め（テラス）

2築堤（盛土）

テラス
防潮堤

鋼矢板
地盤改良

スーパー堤防


